
川廿ンニ 上丁】一ノノ「1j）  

川  

付   
′ 

災  ．  

失業・  
現 金   隼  金  ′吏扶f、tう  

雇用対策  
f「  金  隼企以外の現金  

1．（A）  

1．（B）  

2．  

3．  

4．  

2l，538，0′12  5．  

1，807，630  6．  

13，923，039  7．  

192，956  8．   

5，709   2，099  3，129  9．  

51，625  10．  

225，209  11．  

1，441，107  12．   

480，004   192，260  13．  

590，923  14．   

4，043  】，673，817  15．   

4，873  37，4：う4  16．   

6，531  4，34∠1，262  17．  

4，875  18．   

6，444   1，907  19．   

16，724   4，291  20．   

6，227   33  21．  

42，678  22．  

60，488  23．  

1，885  24．  

25．  

532，718  26．  

1，084，ニi33  27．   

530，555   200，589   44，988，274   1，444，236   1，123，641  
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第9素 平成16年度社会保障費用 ③  

支  

給  

介護対策  そ の 他  

現  物   
医療以外の  

現  金  現  金   
現 物  

険  

き康保険  

吹府管掌健康保険  19，763   

阻合管掌健康保険  14，444   

民健康保険  36，747   

職者医療制度（再掲）  

ナ人保健  

ー護保険   5，517，026   60，195  

〔生年金保険  

〔生年金基金等  

．民年金  

≒業者年金基金等  

i員保険  2  568   

＝林漁業団体職員共済組合  

本私立学校振興・共済事業団  2，010   

＼用保険  1，290  

■働者災害補償保険  

こ当  

▲童手当  60，443  

1家公務員共済組合  77  4，707   

二続組合等  

1方公務員等共済組合  1，019  13，514   

l令共済組合等  

家公務員災害補償  

乙方公務員等災害補償  

1公共企業体職員業務災害  

1家公務員恩給  

ユ方公務員恩給  

ミ健サービス  

こ衆衛生   3，499  50，739   

三助及び社会福祉  

二活保護   45，779  1，187，040   

二会福祉  2，087，406   47，342   

旨牲者  

言争犠牲者  517   93，591   
計   5，566，304   62，582  2，199，105   1，419，726   
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川丹■工：ロリパ1j）  

＝  

付   

管理許   運用損失   その他   小 計   
計   

3，906，149   55，130  224，434   4，185，712  1．（A）   

2，999，898   123，483  502，501   3，G25，882  1．（B）   

7，288，392   224，359  521，489   8，034，240  2 

2，057，584  2，057，584  

10，587，914  46，605   10，634，519  3 

5，577，221   199，192  103，895   5，880，308  4 

21，538，042   83，986  145，803   21，767，832  5 

1，807，630   147，253   2，904   28，361   1，986，148  6 

13，923，039   132，079  39，819   14，094，937  7 

192，956   1l，655  9，431   214，042  8 

34，465   1，754  1，857   38，076  9 

51，625   2，330  675，637   729，592  10 

323，914   4，050  1，216   329，180  11 

1，525，150   116，271  344，093   1，985，514  12 

901，777   47，767  176，894   1，126，437  13 

651，367   2，140  8，153   661，660  14 

1，919，046   6，745  6，871   1，9：う2，663  15 

42，307   1，748  7   44，061  16 

5，070，237   36，048  1，024   5，107，309  17 

6，635   229  7，436   14，300  18 

12，335  12，335  19 

28，1（）9   1，912  1，099   3l，120  20 

6，287  6，287  21 

42，678   143  42，821  22 

60，488  60，488  23 

632，044   2，240  107，503   741，787  24 

2，552，832   47，534  2，600，366  25 

2，784，673   17，546  274，672   3，07G，892  26 

1，179，662   6，314  1，185，976  27 

85，646，871   1，271，905   2，904   3，228，801   90，150，482  
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第9表 平成16年度社会保障費用 ④  （単位：百万円）  

支  rl1  

他制度への   収支差  

移転   
支山合計   

社会保険  

1．僻康保険  

（A）政府管掌健康保険   3，112，677   7，298，389   92，818  1．（A）   

（B）組合管掌健康保険   2，572，306   6，198，188   588，666  1．（B）   

2．巨］民健康保険   3，501，798   11，536，037   228，721  2．   

退職者医療制度（再掲）  2，057，584   439，753  

3．老人保健  10，634，519   △ 90，193  3．   

4．介言聾保険   197   5，880，504   57，052  4．   

5．厚生年金保険   10，879，479   32，647，311   2，335，256  5．   

6．厚生隼金基金等  1，986，148   1，737，715  6．   

7．匡ヨ民年金   2，189，107   16，284，044   1，556，577  7．   

8．農業者年金基金等  214，042   242，177  8．   

9．船員保険   28，775   66，850   5，628  9．   

10．農林漁業団体職員共済組合   2，349   731，941   0  10．   

11．F」本私立学校振興・共済事業団   237，636   566，816   38，860  11．   

12雇用保険  1，985，514   1，071，580  12．   

13，労働者災害補償保険  1，126，437   281，474  13．   

家族手当  

14．児童手当  661，660   6，917  14．   

公務員  

15．同家公務員共済組合   646，626   2，579，289   71，627  15．   

16．存続組合等   451，775   495，836   △116，971  16．   

17．地方公務員等共済組合   1，820，466   6，927，775   293，588  17．   

18．旧令共済組合等  14，300   16  18．   

19．国家公務員災害補償  12，335   0  19．   

20．地方公務員等災害補償  31，120   66  20．   

21．旧公共企業体職員業務災害  6，287   0  21．   

22．国家公務員恩給  42，821   0  22．   

23．地方公務員恩給  60，488   0  23．   

公衆保健サービス  

24．公衆衛生  741，787   0  24．   

公的扶助及び社会福祉  

25．生活保護  2，600，366   0  25．   

26．封二会福祉  3，076，892   0  26．   
戦争犠牲者  

27．戦争犠牲者  1，185，976   0  27．   

総  計   25，443，190  115，593，672   8，401，574  



第9表については、各制度の年報等によるさI旬k16年度決算の数値を、tI」n事務局「第18  

次社会保障費川調査」の分軌こ従って単純集計したものである。  

「老人保f建」は、医療、特定療養費の支出及び老人保健施設療養費、老人訪問看護瞭  

養費の支出に関するもののみを計ヒしており、これらを除く保健や業に関するものは  

「公衆衛生」に計Lしている。  

3．国民年金は、福初二年金及び展礎年金を含む。  

4．厚生年金保険及び国比年金の資産収入は、「J学生勺三金保険及び国民年金における年金  

積立金運用報告書（平成16年度）」申、年金積立金の運用実績（承継資産の損益を含  

む場合）を参照して計1二している。  

5．厚生年金基金等は、石炭鉱業年金基金を含む〕  

6．農業者年金基金等は、同民隼金基金を含む。  

7．農林漁業団体職員共済組合は、平成14年4月1［＝こ厚生年金に統合されたが、職域加算  

部分（3階部分）の給付については、農林漁業用休職員共済組合から支給されている。  
8．公衆衛生は、結核医療等の公費負flt医療を含む。  
9．家族手当は、児童手当のほか、社会福祉中の児童扶養手、」及び特別児童扶養手、さ1を含  

むr〕  

10．平成9イF4月より「旧公共企業体職員共済組合」は、短期給付については組合管掌健康  

保倹に継承され、長期給付については厚／巨咋斜こ統合されたが、・部隼金給付につい  

ては、「16．存続組合等」に引き継がれている。  

11．四捨五入の関係で計に一致しない場合がある〔〕0は行万I里両、‡で川捨了～丁二人するとゼロ  

であることを示す‖  

12．「失業・雇用対策」には高年齢雇用継続給付等を含む。，   

備考 社会保障費川の項F」説明  

1． 収入項目  
（1）資産収入：利子、配当金、施設利用料、賃貸料、財産処分益、償還差益等。  

（2）他制度からの移転：政府管掌健康保険が組合管掌健康保険及び国民健康保険から受け  

る【］雇拠出金、l司民健康保険が性癖保険各制度から受ける退職者挺療分にかかる療養  

給付費交付金、老人保健が医療保険各制度から受ける医療費拠出金。同Lく二隼金が年金  
保険制度から受け取る基礎年金拠出金、年金保険各制度が同民年金から′受ける基礎咋  

金交付金、介護保険が各健康保険の拠出によって支払基金より移転される交付金等。つ  

（3）その他の収入：受取延滞金、損害賠償金、手数料、繰入金、繰越金、雑収入等。  

2．女川項目  
（1）管理費：業務取扱費、事務費、事務所費、総務費、基金運営費、業務委託費、組合会  

費、旅費等。  

（2）運用損失二決算時点で生じた梢立金等の評価損等。  

（3）その他の支出：支払基金事務費、施設整備費、保腱施設費、福祉施設費、営繕費、組  

合債費、保険料等還付金等。  
（4）他制度への移転：医墳保険各制度から山雇特例、退職ネ医療及び老人保健への拠H金。  

年金保険各制度の国民隼金に対する基礎隼金拠山金、国民年金の隼金保険各制度に対  

する基礎年金交付金、各健康保険から拠＝される介護納付金等。  
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第10表 社会保障財源の項目別推移  

年度  
拠出   割合   事業王拠出  割合   公費負担  割合  国庫負担  割合   

1ミ）5い二昭和2G）   568  28．1   578  28，G   73S  3G．5   478  23．6   

19541、  29）   1，047  23．7   912  20．7   2，238  50．7   1，768  40．0   

19571、 32）   1，383  23，7   2，G49  45．4   1，415  24，2   1，068  18．3   

19GOl、  35）   2，430  26．2   3，860  41．7   2，288  24．7   1，897  20．5   

196い、  36）   3，038  2G．3   3，514  30，4   4，053  35．l   3，629  31．4   

1ミ）G2■：  37）   3，（；33  26．7   4，227  こil，0   4，521  33．2   4，019  29．5   

19G3・、  38）   4，282  26．2   5，119  31．3   5，439  ：】3．：】   4，815  29．4   

1！）G41：  39）   5，031  26．3   5，921  ニ川．9   6，415  33．5   5，570  29．1   

19G51：  40）   G，475  27．0   7，293  30．4   7，792  32．5   6，79日  28．3   

19GG二  41）   7，75（）  26．9   8，G80  30，1   8，り4G  31．0   7，801  27．0   

19G7：  42）   8，814  2（；．1   1（），213  30．2   10，303  3∩．5   9，（）23  2G．7   

1968く   43）   10，580  26．5   11，854  29．7   12，065  30．2  10，607  2G．G   

19G9：  44）   13，205  29．2   13，992  30．9   13，588  3（〕．∩  11，り64  26．4   

1970（  45）   15，558  28，5   17，043  31．2   1G，420  30イ）  14，425  26．4   

1971（  4G）   18，G38  28．7   20，743  3l．9   18，481  28．∠1  16，285  25．1   

1972（  47）   21，77！）  28．0   24，242  ：il．1   23，09G  29．7  2（），（）4l  25．7   

1973（  48）   2G，90G  27．4   3（1，131  30．7   3（），ミ）33  31．5  26，701  27．2   

1974（  49）   37，219  27．6   41，415  30．7   42，939  31．8  37，238  27．6   
1975（  50）   44，238  2G，4   50，82G  30．4   55，421  33．1  48，519  29．0   

1976（  51）   52，368  26．1   GO，324  30．l   GG，3（）G  3：j．1  58，334  29．1   

1さ）77（  52）   G2，801  26．7   70，G87  30．1   77，090  32．8  68，003  28．9   

1978（  53）   71，177  26．4   79，OSl  29．3   90，384  33，5  80，040  29．7   

1979（  54）   78，591  2G．4   86，247  28．さ）  1（）0，62G  33．7  89，03l  29．n   
1980（  55）   88，844  26，5   97，394  29．1   110，409  32．9  97，93G  29．2   

1981（  5（；）  1（）0，214  2G．8  109，937  29，4  119，044  31．8  105，7さ）4  28．3   
1982（  57）  107，434  26．8  117，G78  29．4  125，474  3l．3  11l，839  27．9   
1983（  58）  112，755  26．9  124，G4G  29．7  125，G44  29．9  111，057  26．5   
1984（  59）  118，918  26．7  132，208  29．7  131，142  29．4  115，417  25，9   

1985（  GO）  131，583  27．1   144，3G3  29，7  138，059  28．′l  117，880  24．3   

198G（  61）  13G，729  26，7  155，063  3（）．3  142，984  27．9  119，920  23．4   

1987（  G2）  143，348  2（；．9  1Gl，273  30．2  145，322  27．2  121．474  22．8   

1988（  63）  151，122  26．4  171，707  30．0  1G2，899  28．4  137，404  24．0   
1f）89（平成元）  163，037  27．0  188，134  31．2  153，186  25．4  127，420  21．1   
1990（  2）  184，985  27．P  210，2（）G  ：il．7  161，f）74  24．4  13∠l，559  2（），3   
1991（   3）  200．343  28」i  224，342  31．7  170，28G  24，1  141，106  19．9   
1992（   4）  208，474  28．2  234，789  31．8  18（），7G6  24．5  147，363  19．9   
1993（  5）  21G，892  28．2  242，599  ニ！1．6  188，31G  2′l．5  153，4n3  2（）．0   
1994（   6）  225，4G8  28，3  249，454  31．4  194，7GG  24．5  156，934  19．7   
1f）95（  7）  244，14G  28．7  268，075  31．5  207，9（）1  24．4  165，G83  19，5   
199G（   8）  252，511  29．0  274，649  31．5  213，323  24．5  1G8，348  19．3   
19ミ）7（  9）  262，394  29．1  285，840  31．7  217，552  24．1  171，127  19．0   
1998（ 10）  2G3，358  2！）．5  286，449  32．1  219，898  24．G  171，697  19．2   
1999（ 11）  2Gl，087  26．9  284，271  29．3  246，G2G  25．4  195，064  20．1   
2000（ 12）  2GG，589  29．6  283，10G  31．∠l  252，184  28．0  197，06G  21．9   
2001（ 13）  274，720  30．4  28G，537  31．7  26G，922  2さ）．5  207，075  22，9   
2002（ 14）  274，731  31．1  284，054  32．2  267，140  30．3  205，520  23．3   
2（川3（ 15）  273，797  27．0  272，505  26，9  277，853  27．∠1  211，415  20．9   
2004（ 1G）  275，285  2り．6  262，25G  28．2  28G，369  30．8  217，012  23．3   

（注）  

1．第10衷は、ⅠI」0事務局「第18次社会保障費用調査」の分類（他制度からの移転を除く部分）に従っ   

て請出したものである。但し、「社会保障特別税」はわが国では存在しないため表示していない。  

2．公費負担とは「国庫負担」と「他の公費負担」の合計である。また、「他の公費」とは地方自治体の   

負担を示す。但し、地方自治体の負担とは国の制度に基づいて地方自治体が負担しているものであ   

り、地方自治体が独自に行っている事業に対する負担は含まない。  
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（や位：億円、割合≠）  

貪産収入   そ〃）他   
他〝）公習  割合  割合  

合計  
割合   

26∩  12．り   22   1．1   117   5．8   2，023   

′17∩  1（）．（；   22   1：Z′1   2．8   4，417   

3ノIG   5，n   14R   2．5   245   ‘1．2   5，83！）   

：－f）l   4．2   458   ト！）   22∠1   2∴1   r），2（川   

′12ニi   ニラ．7   （；21   5．・′1   31！）   2．8   11．545   

502   ニ！．7   787   5．バ   448   ニiJi   13，（；1（；   

G21   ：i，8   f）G5   5．！）   54f）   ；iノ1   1（；，353   

815   1．′1   1，2（）3   r；」う   5（；7   ニi．（〕   1！），137   

nり′1  4，1   1，51（；   （；」享   f）21   ：】．8   23，－）－）（；   

1．ト15   ∫ト0   1，f）38   r；．7   1，53（；   う」i   28，85り   

l、2馴）   ：】，8   2，45f）   7Jl   2，030   （；．（）   33，8三Z（）   

l、′i57   ニi．G   3，（）87   7．7   2，3⊥if）   5．f）   39，さ）33   

1．（；2‘1   ニiイ；   3，！）25   8．7   53（；   仁2   45，247   

1、！用5   ニー．G   4，7りG   8．8   Sr；4   1．G   54、G81   

2．1f】昭  ：う．4   （；．15H   ～ト5   f）57   l．5   （；4，！）78   

：う，（川5   ：∋．9   7，535   †）．7   1，22（；   l．（；   77，877   

′1，2：］2   1∴i   f），137   ぎ）∴】   1，（）f）う   1．1   r）R，202   

≡う，70l   ′1．2   11，737   8．7   1，G78   1．2  134，f）88   

（；、さ）0：〕  4．1   14、（；41   8．7   2∴Z4f）   ト3  1（；7，375   

7，972  4．（）   17，3り1   8，7   4，り†）4   2．（）  200，483   

さ）．∩8（う   ：i．り   20，肖り4   8．ぎ）   3，515   ト5  234，f）87   

1nJi■4・4   ：1．R   23，815   H．8   5，1l∠i   1．f）  2（；り，571   

11、595   ニi．9   27，2～う4   リ．l   5，5り2   l．H  2r）8，251   

12．′173   ：j．7   32，G82   n．7   5，f）2f）   トH  335，25H   

1ニ‡，250   ニ1．5   38，H3（）   111」   （；，0り8   1イ；  374，123   

lニ1、（j：】5   ：】，ノl   44，3G（；   11．1   5，8∠il   1．5  400，7さ）3   

トl、587   3．5   4f），r）43   】1．～）   （；，G54   1イ；  41f），（；42   

Ifi.iBF, ∴j＋1   55，581   12．5   7，535   ト7  44う，3日4   

2い、17ざ）   1．2   （；2，02（）   1：2．R   f），74お   2イ）  4H5，773   

2：1．06（1   ′l．5   （；8，872   l二う∴l   8，7さ）3   1．7   512，44三三   

2告8■18   ∠l．5   71、！）81   1：1．5   1l．713   リ リ  533．ー；37   

25、′lり5   ごl．‘：l   74，3（）9   l：‡．り   13，025   2」ミ  573，りG2   

25．7（うG   4．3   77，（）15   12．8   21，7f）ー；   ニiイ；  （；03，1（；7   

27∴＝11（；   ∠l．l   83，58（）   1ニヱ．ー；   22，り15   ：j，5  G（；3，（；（；1   

2F），18（）   4．1   ボー），374   12．ー；   23，37（）   ：iJl  707．714   

：弓：］ト10ニ亨   1．5   り（），81（）   12」う   24，343   ニ1．：う  73f），1R2   

ニ1‘′l，f）1：】   上l．5   f）5，17l   】2．′1   25、4（）3   ニ1．：1  7（；H，3日（）   

ニj7．8ニ1l   4．8   ！）ニi，（；30   1l＋ト   32、3（；G   l．1   7一拍，（；84   

′12，21r）   5イ）   さ）R，11H   11．5   33，（）（川   ：う．n  851，245   

′ト1，さ）75   5．2   f）r；，5f）4   1ト1   34、1三三5   ：i．f）  H71，2（）2   

1（；，425   5．2  1り4，424   ll．（；   31，15（；   ：i．5  f）り1、3（；（；   

∫′】8，201   5．ノl   バ！），さ）肖り   10．1   32，f）1G   ：i，7  8！）2、（；1（）   

5l．5G2   5J∋  144，3パ1   トトざ）   34，G（；3   ：i．G  ！）71、り28   

55，l】8   （；．l   G4，！）7（；   7．2   34，7〔）H   ：i．8  り01，5G2   

59、8∠17   （；．G   43，4（；′1   ′L8   32，25f）   ニー．rう  リ03，り0三三   

（‖，（i20   7．（）   1（；，124   l．8   40、170   ′1．6  882，21～与   

（う（；∴438  G．G  152，22f）   15．0   3（；，14三三   ニー．G  1，り1三Z，52（；   

Gf）∴157   7．5   7（），〔）（）5   ／．り   3（；，2f）1   ：i，f）  f）30，2（）（；   

：う1   



第11表 社会保障財源の項目別推移（平成12～16年度）  （単位‥百万円）  

平成12年度  平成1こう年度  平成14年度  平成15年度  平成16年度  

90，156，212  90，390，211  88，221，802  10l，252，598  93，020，560   

：保険料   5′1，969，4′iO  5G，125，GりG  55，878，434  54，G30，178  53，754，12l   

事業主拠出   28，310，5G9  28，653，G57  28，405，372  27，250，489  2G，225，584   

民間事業主拠出   23，154，013  23，511，410  23，334，507  22，275，300  21，；i23，333   

公的事業主拠出   5，15G，55G  5，142，2′17  5，07（），865  4，り75，189  4，902，251   

安保険者拠出   2G，658，872  27，472，038  27，473，OG2  27，379，G88  27，528，537   

被用者拠出   2（），570，291  20，933，815  20，707，898  20，389，3G9  20，45G，230   

自営業者及び年金受給者拠出   6，088，581  G，538，224  G，7G5，16ニう  G，990，319  7，072，308  
25，218，359  26，G！）2，1Gl  2G，714，015  27，785，318  28，6：iG，919   

㌢通税   25，218，359  26，692，1Gl  26，714，015  27，785，318  28，G3G，919   
国   19，70G，578  20，707，501  20，552，001  21，11l，503  21，701，236   

地方  5，511，781  5，984，GGO  G，1G2，014  G，6∠t3，815  G，935，682   

］的税  

同  

地方  
つ収入   9，9G8，412  7，572，355  5，G29，353  18，8：i7，102  10，629，5川   

賢産収入   G，497，578  4，346，421  1，G12，356  15，222，875  7，000，4G9   
きの他   3，∠170，椚4  3，225，93∠1  4，016，f）97  3，Gl∠1，227  ニう，G29，050   

’た金からの受入  
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（単位‥γ－）  対前年度比  

平成12年度  二、ド成l：う年度  平成14年度  平成15年度  平成16年度  

△ 7．15   什2G   △ 2．40   1／1，77   △ 8．1：i   

≧保険料   0．80   2．10   △ 0．∠1′1   △ 2．23   △】．G（）   

野菜主拠拙   △ 0．4l   1．21   △ 0．87   △ 4．07   △ 3．7G   

民間事業主拠出   △ 0．38   1．5⊥1   △ 0．75   △ 4．54   △ ∠1．27   

公的事業主拠出   △ 0．53   △ 0．28   △1．3f）   △1．89   △1．47   

波保険者拠出   2．11   こi．05   0．00   △ 0．3′1   0．5／l   

被用者拠出   0．8′1   l．77   △1．08   △1．5′1   0．33   

自営業者及び年金受給者1他出   G．G2   7」i9   3．47   3．33   1．17  

2．25   5．8′l   0．OH   4．Ol   3．nG   

普通税   2．25   5．64   0．08   4．nl   3．OG   

同   1．n3   5．08   △ 0．75   2．87   2．G5   

地方  （；．f）（）   8．58   2．9G   7月2   ′1．39   

F汗灯税  

国  

地方  

／）収入   △ 4′1．32  △ 2ノ1．0ノ1  △ 25．G（i   234．G2  △ ∠13．57   

貪産収入   △ 55．00  △ 3ニi．11  △ G2．90   8∠14．1′1  △ 54．01   

その他   0．13   △ 7．OG   24．52  △1（）．03   0．41   

正金からの受入  

（注）第11表は、1I」0事務局「第19次社会保障費川調査」〝）分類（他制度からの移転を除く）に従って  

算＝したものである。 
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参考：機能別社会保障給付費の項目説明  

社会保障給付費   tLO定義   日本の例   

j即裾こよって′甘働市場か「〕リl  厚牛隼金：老齢隼金  

退した人に提供される仝ての  国l1こ隼金：老齢隼金、と齢福祉隼企  

給付が対象   厚f巨隼企基金、農業昔年金基金等：老齢隼余等  

各種共済組合：退職共済隼金  

高 齢  
各種恩給  

介護千村次の糸含付お、亡び社会福祉の考人福祉サービス  
等  

（注）高齢音の医療費は「保鯉医塘」に含む  

（往）生活保護の医療扶助は「牛活保護その他」に  

含む   

保護対象者J）死亡により生し  厚1二隼企：遺族隼金  

る給付が対象   国代年金：遺族隼金および 一時金  

遺 族  
各柑井済組合：遺族隼金ムよび一時金  

戦や犠牲者：遺族等年金等  
（汗）遺族に係る隼金㈲付のうち業務災′．軒削度から  

支給される給付は「労働災害」に含む   

部分的又は完全に就プJ・イ絹巨な  厚隼年金：障書隼金および一時金  
瞳書により保護対象者‘に支払  し利封千金二障苫年金  

時＋書  われる給付が対象   各種拉済組合：障害隼金おょび・時金  

公衆衛′仁：r′防接種事故救済給イ、j・  
社会福祉二特別児童扶養手1等給付金、  

身体障害者保護費等   

保護対象者〝）業務1二の災害、  労働者一災害補償保険、船員保険、公務員の災害補償  
病気、障害、死亡に対する労  

′芳倒災′書  
働災害補償制度から支払われ  
る給付が対象   

柄気、障害、Jt摘主による保言嗟  健康保険制度（組合管掌健康保険、政府管掌健康保  
対象者V）健康状態を維持、回  険、国民健康保険）の療養給イ、ト‖＝ラた給付、傷病手  
復、改善する‖的で提供され  ）1金等  

る給付が対象（傷病で休職中  各種共済組合：短期（医療）給付・日産給付、  

保健医療  
のJ軒得保障を含む）   休業給付  

公衆衛牛こr澗汗変種事故救済給小ナ・現金給付等  

（注）労働災′書補償制度から支給される給イ、上は「労  

働災害，一 に含む  

（往ト′l三溝保護の医療扶助は「生活保護その他」に  

含む   

ナど≠）その他の被扶養者がい  雇用保険等の育児休業給付、介護千木業給付  

る家族（世楷）を支援－㌻るた  児童手二当  

家 族  めに提供される給付が対象  公衆衛生：家族介護手ミプう、介護加算  
社会福祉：リユ竜扶養手当、児童福祉サービス  

（児童保護費、児童健全育成事業等）   

失業した保護対象者に提供さ  雇川保険、船員保険二求職者給付、雇用継絹給付、  
れる給付が対象   雇用安定車業  

失 業  （柱）雇用卵塊離合付の育児休業給付および介護休業  

給イ、J－は「家族」に含む  

（往）雇用安定事業は、失業者以外に在職者や雇用  
巨対象の給付ヰ、含む   

住 宅   住居費の援助F拍て」で提供され  

る給付（資力調査を行う卓）の）   

定が）られた最低所得水準や最  生活保護：諸扶助費  

低限〃）生活必需品を得るため  各種共済組合：災害見舞金等  

生活保護その他            に、援助を必要とする特定の  （往）ただし、生活保護の住宅扶助は「住宅」に含   個人又は敬川に対して提供さ れる現金及び現物給付が対象  む   
（往）几0定義とは「第19次社会保障費用調査」の基準である，  
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【付 録】   

OECD基準の  

社会支出の国際比較   

我がいヨの社会保障新付舘は、従来からILO基準でとりまとめられており、過ムか  

らの推移をみる」二では重要な指標であるが、同基準の諸外国のデーータが1996隼以  

降更新されず、↑後も更新される見込みがない。   

一方、やや範囲が輿なるがOECD基準の社会支出は比較的新しい隼次まで諸外11］  

のデータが公表されており、本報告吾において幸）、OECDの揮．汁結来を掲滅してい  

るところである。   

OECD基準の社会支出は、ILO去ヒ判こ比べて範仰が広く、施設整備慨塙どのIfll二接  

個人に移転されない則Ijも計卜されている。   
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OECD基準による我が国の社会支出   

OECI）基準による我が国の社会支出は、2003年度で91．9兆円である。政  

策分野別にみると、高齢が最も多く42．t）兆円（46．7％）、次いで保健30．4  

兆円（33．1％）、遺族6．3兆円（6．8％）（7）順になっている〔つ   

社会支出の対前年度伸び率は1．0％、対国内総生産比は18．6（端となってい  

る。  

参考表1 日本の社会支出の推移  
（ii川た：億＝）  

1997隼度  1併隠牛皮  】99り年度  2（）00隼度  2nOl隼度  2002イトナ璧           2川）3隼姥  対耐用三度  
伸び率（％）   

ごミ（）5，2∠l（）  ごi24，115  ニi3′1，781  37ニー，∫17ごl  ：ミ！）（i，779  ノ1】f），り51  ′′12†），（ト‖   2．2  
高齢  

（ノ10．ご主）   （4l，ごi）   （′1l．5）   （′1′1．1）   （′什f））   （′川，2）   （′lr；，7）   

54，971  5G，7（）8  58，√′12ニi  5！），8トi  （；1，12り  Gl，r‖7  （；2、7～うー）   1∴；  

遺族  
（7J‡）   （7．2）   （7．2）   （7．1）   （ー；，9）   （（；．R）   帖．ボ）   

障害、業務災  ニiごi，11（；  ご‡3，25ニi  ニil，（；椚  ニi：i，（）5∩  ニーf），02∩  ごiり，ごi川  ：iり，202   △nJi   

害、傷病   （′ト1）   （ノ1．2）   （ごi．り）   （ニう．！））   （′1．′1）   （1」i）   り．ご；）   

29ニi，2（i⊥1  2f）G，885  ご50▲4，0（；（；  297，（；57  ご如）5，ー；7G  2！）f），（）71  ごi（）二号，9Ji2   l．（；  
保健  

（ニ‡H．7）   （ごi7＿9）   （ニ汀7）   （ニ1う．り   （封．（；）   （ニi2．！））   （ごiごi．1）   

家族   27，H9√1  28，751  2f17r；G  ニi2，588  Ji5、272  ニi（；，G（；ご与  ごiG，称1f）   り＋1  

（ご弓．7）   （ニi．7）   （ニi．7）   （二i．ボ）   （∴l．り）   （Ll．0）   （′1．0）   

15，G：iモ）  13，2（）7  11，7：主2  1′l，（；5：1  1√l，ノl川  卜l，′1f）l）  ‖藩醐   ：i∴1  

槽極的労働政策  
（2．1）   （】，7）   （1，ボ）   （l．7）   （1．G）   （1．（；）   （ト（；）   

21，ごミ（；′1  2′1，127  2（；，（）05  2ボ，272  2ニi，221   2H，り2r；  2ニZ，20l  △2ニi，2  
失業  

（2．射   （ニ1．1）   （こi，2）   （：i」う）   （2．G）   （3．2）   （2．′1）   

住宅   

（－）   （一）   （）   （）   （）   （）  

G，7ニi′1   7，072   7，575   バ，0什l   H，ニ抑l   り、107   9、7（）3   丘5  
生活保護そ〃）他  

（0．9）   （0＿†））   （什9）   （り．り）   （（）．f））   （1．0）   （1．1）   

758，222  78／l，11日  807，037  8′17，512  H83、りnG  9∩り，ニi75  f）18，59H   ト（）  

合計  
（l（）什（））  （川0．（））  （10（）．∩）  （10（）．0）  （10什（））  （川0．∩）  （＝肌0）   

同居所得比   ‖），8％   2l．0％   22．Ol‰   22．81％   2√′1．5％   25，G％．   25．け％   0．2月   

岡「勺総／l二度1七   l／l．甘％   15．（；一宮｝   lr；，ニi％   1（i，り（％   1R．0％   】8．付拓，   1パ．甘％   什0：i   

（江）  

ユ．（）内は構成割合である｛1  

2．国民所得比と田内総チl二産比の対前年度伸びや欄は、対「紆隼渡増加分（†中位：ー）‡，ホイント）である）  

（資料）（）ECI）Sncii】llミxl）Ⅲ（iitur（－i）こ山1t）ilS〔）20∩6による． 
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OECl）基準の社会支出の国際比較  

諸外国の社会支出を対国内総生産比でみると、我が国は、アメリカよりは  

大きいがヨーロッパ諸国に比べると小さくなっている。 同時に（潜在的）国  

民負担率についても、同様の傾向が見られる。（参考図1）  

社会支出と（潜在的）国民負担率の国際比較（2003年）  参考図1   

F】本  アメリカ  イギリス  ドイツ  フフンス  スウェーデン   

社会支出と（潜在的）国民負担率の国際比較（2003年）  参考表2  

［］木  アメリカ  イギリス  ドイツ  フランス  スウェーデン   

斉  25．63％  20．50％  26．66％  36．77％  39．77％  44．14％   

弄  18．61％  16．59％  20．83％  26．72％  29．08％  31．86％   

社会支出（  

社会支Jrl（  

（対r乱艮所得比）   36．2％   31，8％   47，1％   53．3％   60．9％   71．0％   

負担率（対国民所得比）   46．9％   38．3％   51．2％   58．4％   66．5％   71．1％   

国民負担率  

潜在的国民  

（潜在的）国民負担率には社会保障以外の負担も含む。  

（資料）諸外国は、OECl）SociillExpenditureI）atabase2006による。  

（SOCX，WWW．OeCd．org／els／social／expenditure）  
［］本の国民所得及び国内総生産については、内閣府経済社会総合研究所「平成18年版国民経済  

計算年報」による（以下同じ）。（潜在的）国民負担率は、財務省調べ。  
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参考図2 政策分野別社会支出の構成割合の国際比較（2003年）  

イギリ ス  

スウェーテン  

0〕も  10Dも  20％  30％  j肌  500も  600b  700ら  80nb  900も  100Db  

日高齢  日通族  耶草書、業務災害、傷病  □保障  ■家族  臼積極的労働政策  自失業  臼住宅  □生活保護そ汀）他   



参考表3－1政策分野別社会支出の対国民所得比の国際比較（2003年）  

障害、，業務  
高齢   保健   遺族   災害、傷病  家族   積極的 労働政策   失業   

その他   
住宅   

生活保護  
合計   

日  本   11．97％   1．75％   1．09％   8．48％   1．03％   0．42％   0．62％  0．27％   25．63％   

アメリカ   6．75％   1．01％   1．81％   8．55％   0．86％   0．18％   0．66％  0．68％   20．50％   

イギリス   8．19％   0．29％   3．21％   8．55％   3．13％   0．66％   0．66％   1．83％   0．16％   26．66％   

ドイツ   13．10％   0．45％   3．99％   10．97％   3．25％   1．55％   2．48％   0．31％   0．67％   36．77％   

フランス   14．42％   2．62％   2．60％   10．39％   4．13％   1．46％   2．53％   1．16％   0．47％   39．77％   

スウェーデン   14．01％   0．95％   9．12％   9．88％   4．91％   1．77％   1．72％   0．82％   0．96％   44．14％   ■・t  

参考表3－2 政策分野別社会支出の対国内総生産比の国際比較（2003年）  

住宅   高齢   遺族  障害、業務 災害、傷病  保健   家族   積極的 労働政策   失業  
その他   

生活保護  
合計   

日  本   8．69％   1．27％   0．79％   6．16％   0．75％   0．30％   0．45％  0．20％   18．61％   

アメリカ   5．46％   0．82％   1．47％   6．92％   0．70％   0．14％   0．54％  0．55％   16．59％   

イギリス   6．40％   0．23％   2．50％   6．68％   2．44％   0．51％   0．51％   1．43％   0．12％   20．83％   

ドイツ   9．52％   0．33％   2．90％   7．97％   2．36％   1．12％   1．80％   0．23％   0．49％   26．72％   

フランス   10．55％   1．91％   1．90％   7．59％   3．02％   1．07％   1．85％   0．85％   0．34％   29．08％   

スウェーデン   10．11％   0．69％   6．58％   7．13％   3．54％   1．27％   1．24％   0．59％   0．70％   31．86％   

（注）OECD SocialExpenditure Databaseでは、支出だけを集計しており、財源についての集計は行っていない。   



参考表4 政策分野別社会支出の項目説明  

OECD定義（注1）   R本の例   

退職に上／）て労働市場から引退した人及び  厚生年金：老齢年金、脱退手当金等  
決められた年齢に達した人に提供さか．ろ現  国民年金：老齢年金、老齢福祉年金、外国人脱退一時金等  
令給付がナナ象．，給付♂）形態は年一念おょび一  
時金を含み早期退職をしノ／一人の給付ヰニ  厚生年金基金、農業者年金基金等：乳齢年金等  
ニに含めるが、雇用政策として早期退職を  船員保険：老齢隼金  

高齢  した場合♂）給付は「積極的労働政策」に計  介繕保険：介護サービス等諸費、支援サービス等諸費  

上‖高齢者及び障害者を対象にした在宅及 び施設〃）介護サービスを計上＝施設サーービ  社会福祉：若人福祉費、在′已福祉事業曹等  
スにおいては老人施設り）運営に係ろ費牒け  生活俣謂：介護扶助  
計上   各便共済組合：退職典済年凄、退職一時金等  

各種恩給   

終扶養者であろ配偶者やそゾ）独在席け）「一ど  厚′土牛金：遺族年金  

ヰ，に対すろ制度の支甘ほ刊上   国王年金二遺族隼粂、死亡一時金等  

船員保険：遭族年金、韓警洋一  

各便控済組合：遺族牢金、死亡一時金等∴埋葬＝等  

遺族  
戦や犠牲者：遺族等隼金等  

政管健保、組合健保：埋葬＝等  

【玉＝呆：葬祭諸費  

船員保陳：葬祭半‥一等  

（漣）遺族に係ろ年金給付り）うナノ業拷災√i≒滞り穫から支給さJIろ給付  

け「業務災害補償」に含打   

業務災害補償制度下手絡付トれ仁十べこノ）  菅生年金：緒言年金、一時金  
給付と障害者福祉（／叫－－ビス給付、障眉耳  「副モ年金：障害隼金  

金や培養甘W所得保障とLての傷病手1金  各便共済組合：障害年金、愕害一時金、傷病手当金、休業手当金  
なと－む二二に計l二   

社会短址：特別障害針子当等給付費負担金、身体障害者保護費、il二  
余徳祉諸費  

障害、業務災害、   
［灯与ミ公桔員！来駕補償：休業捕慣、介護柚牒  

傷病  
他方公務員牒城害補償：†木業補償、r「諸姉慣  

旧公共企業体職員業務災害：休業補償  

労働者災害補償保隕二休華補償、傷害一時金、施設整備費等  

船員保険：業務災害関連給付、陽痛手1企  

政管健保、組合健保：傷病手当金等  

公衆衛生：保健衛生諸費い、ンヤン病療養所賛補助金、エイズ予防  
付帯事華呑託賛等）   

医療〝）現物給付をここに計上、〔）ECD  nECI）、11eall√ll【）atz12（）∩仇／）公的支出総穐［り、（鋸）医横根活研  

保健  
IIpaHl（lat月日pリ）公的医稗史汁】J〕数値を二  究機構推計に⊥ろ介言削呆瞳L吏療系サービス営（「高齢」に計上）と  
∴に緩閥（宜滴にかかろ費用であ′）こ、傷  捕菜具賓（川孝吉、業務災害、傷病j に計上）を搾除‖ なお、当言亥  
桶ト当余上L含E／了い）   菌f＝こおけろ直i拉致伯は2nn3‡F獲であろ   

豪族む支援十ろ上勅二支出封Lろ現金給付  児竜手、lう：給付、児童育成事業費等  
及びノ表紙を支援十ろたが）：こ給付封1ろ現物  杜二三ミ福祉二特別児藍扶養「当結＝費、児童扶養す当絵＝謂牒、児竜  
給付（サービス）に、J∃てろ支出を計上   

家族  
保諸費  

就学前教育費（20ⅢうedLり追加）   政管健保、組合健保、国保：出産育児諸周、出席肯し㌧一時金等  

み稽技済組合、船員保険：出産育児諸背、育児休業給付、介漸木葉  
給付  

雇川俣隙こ市児†本業給†上介消休業結け  
軋？耐熱育眉（りE〔1）［￥1表で見ろ教育上り就学前教育賛〃）うナノ公費）   

社会的†亡支山て労働者州動く機会を提供L  雇用保険3事業（雇用安定事業・能力開発奉牒・雇用福祉寮業）に  

積極的労働政策       たり、能力を高。リ）たり十ろ為び）支出を計  係ろ麦汁1及び一般会計上り支烏Hりlノろ公共雇用サービス（職業案   L昭吾を持／）勤労者U）雇用促進を含む  内）等に係ろまH   
失業号】ノ）所得を保障十る現金給Hせ計」∴  雇用保険特別会計と船員保険かご〕麦汁トされろ失業等給†寸資  
／ごお、勺三食受給開始隼齢であ／）て¢，失業を  上だしノ育児作瞥給付と介儲休業給付吊」′東経」に含左Jlろ  

失業  理由に給付されろ寸）ノ）を含むが、それが芳  
働政牒け）部であjしば「積極的労働政策」  
に合一かろ   

住宅   
公的仕「己や対個人ゾ）住モ牒川1を減らすため  

に給付を計1二   

トニ記に含上れ／亡いが社会的給付が行わ右て  ノ仁活性謂：ニ仁清扶助、教育扶助、出産抹虻、生業扶助、葬祭扶助  
生活保護その他       いろ場合を計L、具体的に仁王公的扶11帰㍍、ナ  社た福祉：リヱ害救助関係給イ寸、婦人保謂萌   

（注2）   てつ他にフナ栢▼∵き／亡し、現物給付   
公衆衛生：原爆被害者い給付   

（注）  

1，OlミCD定義とはOrtCr）SociとIIFxpenditur・（、dat；ihHSe：三OO6e（】の基準である。  

2．nECl）の英語表ホで最後の政策分野は「他の政策分野lとな／〕ているが、邦訳では最も代夫的な制度  

として生清保護を代表させた〔，  
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